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1. は じ め に
本稿は，日露の慣用表現1を比較することにより，日本語 ‘顔’ およびロシア語 m¤ÿÊﬁM (顔)
——————————————————
* TANAKA Satoko: 名古屋外国語大学現代国際学部非常勤講師．




















































2–1–1. ‘顔’ と m¤ÿÊﬁM の表す基本的概念
日本語 ‘顔’ とロシア語 m¤ÿÊﬁM は，同一の身体部分を表す表現であるが，この基本的な概
念の内には〈容貌〉や〈表情〉の概念も含まれている．以下にそれぞれの例を挙げる3．
( 1 ) ‘きれいな顔’，‘暗い顔・うれしい顔・憂い顔・得意顔’，‘顔なじみ’，‘顔見知り’，
‘顔に書いてある’，‘(怒りが)顔に出る’
( 2 ) ⁄‡–·ÿ“ﬁ’ ¤ÿÊﬁ (きれいな顔)，‡–‘ﬁ·‚›ﬁ’ ¤ÿÊﬁ (うれしい顔)，”‡„·‚›ﬁ’ ¤ÿÊﬁ (悲




2 ‘顔’ には ‘めん’ や ‘つら’ といった類義語があるが，問題の身体部位を表す表現としては周辺的なも
のにすぎない．それについては本稿の分析対象とはしないが，注で多少の言及を行う．
3 本稿の例文について，インターネットや書籍からの実例はその出典を示す．ただし，文脈を要しない慣用









( 3 ) 広島の ‘顔’ になる名所・名物の紹介ページ．
<http://member.nifty.ne.jp/f¯page/hiro/face/hr¯face2.html>
( 4 ) ≥’‡”ÿŸ ¡–›–Ô —Î¤ N¤ÿÊﬁ‹o ﬂﬁﬂ„¤Ô‡›ﬁŸ “ ≥‡„◊ÿÿ ‚’¤’⁄ﬁ‹ﬂ–›ÿÿ, ’”ﬁ, ‹ﬁ÷›ﬁ























b. ·ﬁ◊‘–›ÿ’ ‹–”–◊ÿ›– · ·ﬁ—·‚“’››Î‹ ¤ÿÊﬁ‹ (自分の顔を持つお店を作ること)
<www.torgrus.com/management/10/40.html>
2–1–4. 人・モノの〈一側面〉
‘顔’ と m¤ÿÊﬁM には，上で見た集約的な〈個性〉とは別に，人・モノが持つ多くの側面のう
ちの単なる一つを表す用法もある．以下にそれぞれの実例を挙げる．
( 9 ) a. 危険な綱渡りをしながら，表の顔，裏の顔と使い分けつつ歳を重ねてくると，用
心深くもなるが，人も悪くなる．(森真沙子 “宗湛修羅記”，祥伝社，332)




(10) a. ¥“„¤ÿÁÿ’ ∞‡–‰–‚– “‡Ô‘ ¤ÿ ﬂﬁ‡–◊ÿ‚ ‚’Â, ⁄‚ﬁ “›ÿ‹–‚’¤Ï›ﬁ ·¤’‘ÿ¤ ◊–




b. ¥“– ¤ÿÊ– ﬁ‘›ﬁŸ “ﬁŸ›Î (一つの戦争の二つの顔)
<www.inguk.ru/biblio/shesh¯big/dmitrienko¯dva.html>
c. º›ﬁ”ﬁ¤ÿ⁄ÿŸ ªﬁ›‘ﬁ› (複数の顔を持つロンドン)
<www.tours.ru/country/stories.asp?id_stories=2562&id_country=GB>
例 (10)a. と (10)b. にはいくらか意味の違いがある．‘“– (二つ)と ¤ÿÊﬁ という二つの単語
からなる複合語である ‘“„¤ÿÁÿ’ (二つの顔を持つこと)という表現は，マイナス評価を帯びた
‘裏表があること’ という意味を表している．一方，複合語ではない ‘“– ¤ÿÊ– (二つの顔)とい
う表現は ‘二つの側面’ という中立的な意味を表しており，例 (10)c. の ‘複数の顔’ とつながっ
ている．
2–1–5. 〈名誉〉
‘顔’ と m¤ÿÊﬁM はどちらも，おおまかに言って〈名誉〉と呼べるような概念と結びついてい
る4．以下はその日露双方の実例である．
——————————————————















b. Ω–‘ﬁ ◊–‹’‚ÿ‚Ï, Á‚ﬁ ‹Î ‚ﬁ÷’ ‹ﬁ”¤ÿ ﬁ⁄–◊–‚Ï·Ô ·‡’‘ÿ ‚’Â, ⁄‚ﬁ ‹ÿ›„·„’‚
ﬂﬁ Ì‚ﬁ‹„ ﬂﬁ⁄–◊–‚’¤Ó. ¥– “Î‡„Áÿ¤ Ω’›’Ê⁄ÿŸ –“‚ﬁ›ﬁ‹›ÎŸ ﬁ⁄‡„”, ÁÏÿ
10, 5 ﬂ‡ﬁÊ’›‚– ‡ﬁ·‚– ﬂ‡ﬁ‹ÎË¤’››ﬁ”ﬁ ﬂ‡ﬁÿ◊“ﬁ‘·‚“– ﬂﬁ◊“ﬁ¤ÿ¤ÿ ﬁ—¤–·‚ÿ









日本語の ‘顔’ には，‘顔役’，‘顔が利く’，‘なかなかの顔・いい顔である’，‘顔パス’ などの
慣用表現がある．ここでは ‘顔’ は〈人脈〉(影響力あるいはコネ)といった概念を表す．交際範














(16) a. Á–·‚›ﬁ’ ¤ÿÊﬁ (私人．直訳: 私的な顔)
b. ﬁ‰ÿÊÿ–¤Ï›ﬁ’ ¤ÿÊﬁ (公人．直訳: 公的な顔)
c. ‚‡’‚Ï’ ¤ÿÊﬁ (第三者．直訳: 第三の顔)
m¤ÿÊﬁM (顔)はさらに次の例文のように一人の人間に見立てて団体全体を表すこともある．











































5 日本人向けの代表的な国語辞典 “広辞苑” (第 5版)は，‘顔を立てる’ を ‘その人の面目が立つようにす
る．名誉を保てるようにする’ と説明し，‘顔を潰す’ を ‘面目を失わせる．名誉を傷つける’ と説明し
ている．同辞書によれば ‘面目’ とは ‘世間に対する名誉’ である．そこで ‘顔を立てる’ は ‘世間に
対する名誉’ を保てるようにすること，‘顔を潰す’ はそれを失わせることになる．しかし ‘世間に対す
る名誉’ という説明は日本語母語話者の直観に依存したものであり，通言語的なレベルでは，その直観
の分析こそが必要になる．本稿では，一連の慣用表現の中の ‘顔’ と重なり合う ‘面目’ の意味を，本
稿で定義する〈立場〉というものに内在する名誉として解釈する．


































































(25) —’◊¤ÿ⁄ÿ’ ·‚„‘’›‚Î, ◊–ﬂﬁ‹›ÿ‚Ï ⁄ﬁ‚ﬁ‡ÎÂ ﬂﬁ ÿ‹’›–‹ ÿ ¤ÿÊ–‹ ‘ﬁ“ﬁ¤Ï›ﬁ ‚‡„‘›ﬁ.
(例文 (8)a. を再掲)(名前と顔を覚えることのなかなかむずかしい， 顔のない学生たち．)
113「顔」と m¤ÿÊﬁM
日本語でも，特に ‘顔のない’ あるいは ‘顔を持たない’ という文脈でこの意味を表すことが
あるが，日本語ではこの用法はそれほど目立つものではない．〈個性〉としての用法は，ロシア語
m¤ÿÊﬁM の方が日本語 ‘顔’ よりもはるかに顕著である．m¤ÿÊﬁM は次のように，さまざまな文
脈で〈個性〉を表す．
(26) ﬂﬁÿ·⁄ÿ ·“ﬁ’”ﬁ ¤ÿÊ– 自分の顔の追求(自分の個性の追求)
(27) æ·‚–ﬂ »„‚⁄ﬁ — ·⁄‡ÿﬂ–Á · ·ﬁ—·‚“’››Î‹ –‡‚ÿ·‚ÿÁ’·⁄ÿ‹ ¤ÿÊﬁ‹.
<www.ibn.ru/Detailed/42558.shtml>
(オスタプ・シュトコは，自分の芸術的な顔を持ったバイオリニストである．)
(28) (ÿ◊ ÿ›‚’‡“ÏÓ · ‘ÿ‡ÿ÷’‡ﬁ‹)—∞ ⁄–⁄ ÷’ ◊–ﬂÿ·ÿ?
— Õ‚ﬁ Âÿ‹ÿÔ. ¬–‹ ﬂﬁÁ‚ÿ “·’ ﬁ‡⁄’·‚‡Î ‹ÿ‡– ◊“„Á–‚ ﬁ‘ÿ›–⁄ﬁ“ﬁ.
— ≤Î ‹–¤ﬁ ◊–ﬂÿ·Î“–’‚’·Ï — ﬂÎ‚–’‚’·Ï ﬂ‡ﬁ‚ÿ“ﬁ·‚ﬁÔ‚Ï ⁄ﬁ›“’Ÿ’‡„?






(29) ¡–‘, ⁄ﬁ‚ﬁ‡ÎŸ ›’ ﬂ‡ÔÁ’‚ “ ”„·‚ﬁŸ ◊’¤’›ÿ ⁄–⁄ÿ’-¤ÿ—ﬁ ﬁ‡ÿ”ÿ›–¤Ï›Î’ “’ÈÿÊÎ,












(30) „“–÷–‚Ï Á„÷„Ó ¤ÿÁ›ﬁ·‚Ï. (人の人格を尊重する．)
114 世界の日本語教育
この m¤ÿÁ›ﬁ·‚ÏM という語はまた，このような個性・人格という意味から，それを備えた ‘人
物’ という意味へと拡張している．
(31) æ—–Ô‚’¤Ï›–Ô ¤ÿÁ›ﬁ·‚Ï (魅力的な人)




m¤ÿÊﬁM という語から ‘その人に特有の，個人の，個人的な’ という意味を表す m¤ÿÁ›ÎŸM と
いう形容詞も派生している．
(33) ªÿÁ›–Ô —ÿ—¤ÿﬁ‚’⁄– (個人の蔵書)
(34) ªÿÁ›–Ô ﬁ‚“’‚·‚“’››ﬁ·‚Ï (個人の責任)
(35) ªÿÁ›–Ô ÷ÿ◊›Ï (私生活)
(36) ªÿÁ›Î’ ﬁ‚›ﬁË’›ÿÔ (個人的な関係)
またこの形容詞からは，さらに ‘自分自身で’ という意味を表す m¤ÿÁ›ﬁM という副詞が派生
している．
(37) ºÿ›ÿ·‚‡ ◊‘‡–“ﬁﬁÂ‡–›’›ÿÔ ¤ÿÁ›ﬁ ﬂ‡ﬁ“’‡ÿ‚ –ﬂ‚’⁄ÿ ∫ÿ’“–.
<www.korrespondent.net/main/85103¯50k>
(保健大臣は自分自身でキエフの薬局を監査する．)
(38) ≤Î ◊›–⁄ﬁ‹Î · ›ÿ‹ ¤ÿÁ›ﬁ? (あなたは彼と直接的にお知り合いですか ?)
このようにロシア語の m¤ÿÊﬁM は〈個性〉や〈個人の人格〉を表す意味で広く用いられ，ま
たそれと関連する意味を表す使用頻度の高い派生語をいくつも生み出している．この m¤ÿÊﬁM と
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